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創造工学部の人材育成像

★「次世代型工学系人材」の育成を目指す！

これまで
「技術開発」で「ものづくり」をおこなう人材を育成

今後
「未体験の価値」を生み出せる人材の育成

＝「次世代型工学系人材」

●次世代型工学系人材がもつべき５つの素養
・数理基礎力
・コミュニケーション力
・地域を理解し，地域と協働して価値の創造をおこなう力
・デザイン思考能力
・リスクマネジメント能力
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図 香川大学のデザイン思考プロセス

・ユーザーに寄り添う
・コンセプトを作る
・プロトタイプを作る

デザイン思考能力

デザイン思考はDX推進に必要なスキルとして定義される
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図 知プラ事業の概要

第42回教育システム情報学会全国大会
大学連携eラーニングの共同実施におけるシステムトラブル対応について，

裏和宏， 藤本憲市， 後藤田中， 林敏浩，香川大学

香川大学は，四国における5国立大学が連携し大学
教育を共同実施する事業（知プラe事業）を推進

図 知プラ開講科目

香川大学は，オンライン教育に必要なシステムは導入済み
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図 香川大学Moodle

図 Microsoft Streamによる
講義映像視聴の様子

図 Microsoft Teamsによる
オンラインワークショップ
（NHK ゆう６かがわ 2020/6/12）

新規システムの導入は最低限でオンライン化を実現
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2019年度：293科目

2020年度：2144科目

HCI（Hyper Converged Infrastructure）による仮想
基盤を導入しており，リソースの増強にも柔軟に対応
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「アフターデジタル」は，顧客がモバイル決済やIoTによって常時オンライン
に接続しており，オフラインが存在しない世界を前提とし，「リアル世界がデ
ジタル世界に包含される」という考え方＝OMO（Online-Merge-Offline)

リアル世界がデジタル世界に包含される
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図 香川大学デジタルワン
キャンパス構想

香川大学デジタルワンキャンパス構想
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リアルキャンパスを前提とした業務体制からデジタル
ワンキャンパスを実現にむけた業務体制の構築へ
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https://markezine.jp/article/detail/30814

「UXグロースハック」で小さな成果を作り，
「UXイノベーション」につなげていく

https://www.sophia-it.com/content/
%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82
%B6%E3%83%BC%E3%82%A8%E3
%82%AF%E3%82%B9%E3%83%9A
%E3%83%AA%E3%82%A8%E3%83
%B3%E3%82%B9



Copyright 2021 Kagawa University  Yaegashi Laboratory  
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図 UXグロースハックとUXイノベーション

https://trillionsmiles.com/glossary/ux-growth-hack/
をベースに八重樫が一部追記

ジャーニー
≒ユーザー体験

既存の仕組みで生産性を向上させる
（ユーザ視点で向上させる）

新たな価値を生み出す
仕組みを創出する
（ユーザ視点で生み出す）

「UXグロースハック」により生産性を向上させつつ，
「UXイノベーション」を目指していく
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4. 学生中心のICT化/DX化チーム「DXラボ」
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香川大学情報メディアセンターは，令和 3 年 5 月に香川大学の DX 化推進を目
的に新たに「DX 化推進部門」を設置．「DX 化推進部門」には，「DX ラボ」と事
業部門と連携して DX 化 を推進する「DX プロジェクトチーム」が組織された．
「DX プロジェクトチーム」は，「DX 化推進部門」，「DX ラボ」のメ ンバー

と事業部門のメンバーから構成され，6つのプロジェクトチーム（2021年7月現
在）が立ち上がっている

DXラボ

DX化推進部門

学生（非常勤職員）

DX推進部門教員 情報企画グループ

・Microsoft365を用いたシステム
のプロトタイプ開発

・学生非常勤職員を組織化し、
開発業務の継続化を図る

・定例的にラボミーティング
を開催し、ＤＸ推進部門に
状況を報告

情報メディアセンター DXプロジェクトチーム

事業部門

就職・学生支援DX
研究支援DX
学務関係DX
給与福利DX
知財管理DX
旅費関係DX

RICOH客員教授等

学生中心のICT化/DX化チームである「DXラボ」を設置
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図 香川大学のデザイン思考プロセス

・ユーザーに寄り添う
・コンセプトを作る
・プロトタイプを作る

デザイン思考能力

デザイン思考はDX推進に必要なスキルとして定義される

業務改善
アイデアソン

学生UX調査

職員UX調査

業務システム内製の取り組み
(RPA・AI)
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学生や職員の体験から，
大学の抱える課題を分析

学生UX調査/職員UX調査
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図 アイデアスケッチ

電話中心業務からの脱却 業務ナレッジの継承
図 アイデアシート（プレスリリース形式）

業務改善アイデアソン
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日本マイクロソフト開発者向けイベント「de:code 2020」

Microsoftのチャールズ・ラマナ
（ローコードプラットフォーム担当 コーポレート バイス プレジデント）

コンピュータ・プログラミングの代わりに，グラフィカル・ユーザー・
インターフェースと設定を通じてアプリケーション・ソフトウェアを作成

ローコード開発

これまでの開発法では対応できない
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Microsoft 365
Microsoftの提供するofficeアプリやクラウド
サービスなどを1つにまとめたソリューション

Microsoft Power Platform
ノーコード/ローコードプラットフォームで
様々なアプリケーションの開発を実現する
①Microsoft Power Automate
②Microsoft Power Apps

③Microsoft Power BI

④Microsoft Power Virtual Agents

図 Power Automateの利用例

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/what-is-microsoft-365
https://powerplatform.microsoft.com/ja-jp/

4. DXラボによるICT化/DX化の取り組み

プログラミングスキルがなくても，
ある程度のシステム開発が可能
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休学届受付
システム

プロジェクト
立ち上げ

プロトタイプ
開発

プロトタイプ
検証

実証実験 完了・運用
開始

クローズ

履修取り消し
システム

TA勤務報告
集計システム

共同研究申請
受付システム

勤務時間
システム

発明届受付
システム

欠席届
受付システム

就職関係情報
受付システム

就職状況報告/
可視化システム

外部研究資金公募
情報共有システム

出張届申請・
出張報告

受付システム

通勤届
申請システム

オンライン選考用
個室BOX予約
システム

ワクチン
接種予約システム

研究費問い合わせ
回答システム
チャットボット

住居届
申請システム

単身赴任届
申請システム

退学届受付
システム

実施プロジェクトは18件（2021年7月現在）
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システム名

現在の状況

何に困っている

 申請書が手書きで作成者の負荷が高い
 申請内容チェックを各部門総務担当がおこなっており，全学的に一定数の業務負荷
がある

 手当の計算は，給与福利担当者が手動でおこなっている
 手当額は申請者に通知されず，翌月の給与明細によってはじめて知らされる

効果(KPI)

通勤/住宅/単身赴任手当申請システム

誰が困っている

 必要なドキュメントテンプレート（手書き or word形式）に，必要事項を入力して
もらう形態（手書の申請書を学内便にて受付）

 通勤手当/住宅手当/単身赴任手当など各種手当については，申請書類から担当者が
手動計算

 申請ドキュメント（紙ドキュメント）とそれに基づいた算出結果は，決裁者（給与
福利Gリーダー）が押印で決裁

総務担当者、給与福利担当者、申請者（教職員）

解決方法

総務担当者のチェック時間の短縮（XX分→XX分）
給与福利担当者の業務時間の短縮（XX分→XX分）
申請者の申請時間短縮（XX分→XX分)
職員満足度アップ

 申請フォームから各種申請を受付，担当者あてに送信されるシステム
 申請内容から各種手当等が自動計算される（通勤手当については，Web APIを
使って自動計算する方法を採用）

 申請結果（手当の額）については，申請者にメールにて結果が通知される

案件No. 101
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①Formsに情報を入力する

トリガー

②Formsに入力された情報を取得する

③手当支給要件のチェック

⑦申請者に結果をメールで通知する

⑧SharePointに結果を記録する

アクション

④経路情報の取得

⑤手当支給額の計算

⑥担当者に承認メールを送信する

図 通勤届（様式）
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図 通勤届フォーム

手書き入力（or word形式入力）
からWeb入力へ変更
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図 担当者への承認メール

図 結果通知メール

AIによる自動計算
（Google APIの活用）

申請者にもメールで結果が通知
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システム名

現在の状況

何に困っている

 申請書が手書きで作成者の負荷が高い
 申請内容チェックを各部門総務担当がおこなっており，全学的に一定の業務負荷がある
 旅費の計算は，総務担当（出張担当）者が手動でおこなっている
 旅費の額は申請者に通知されず，振込明細によってはじめて知らされる
 旅費算出の根拠となる経路情報については，問い合わせしてはじめて通知される
 報告書についてもドキュメント形式で，証憑と一緒に決裁者が押印にて決裁

効果(KPI)

出張届申請/報告書受付システム

誰が困っている

 必要なドキュメントテンプレート（手書きorWord形式）に，必要事項を入力
（手書の申請書を学内便にて受付）

 出張届については，申請書類から担当者が手動で旅費を計算
 申請ドキュメントとそれに基づいた旅費の算出結果は，決裁者（教員：部局長，職員：
管理職）が押印で決裁

総務担当者（出張担当）、経理担当者、申請者（教職員）

解決方法

総務担当者のチェック時間の短縮（XX分→XX分）
経理担当者の計算時間の短縮（XX分→XX分）
申請者の申請時間短縮（XX分→XX分)
職員満足度アップ

 申請フォームから出張申請を受付，担当者あてに送信されるシステム
 申請内容から旅費が自動計算される（旅費手当については，Web APIを使って自動
計算する方法を採用）

 申請結果（旅費の額，経路）については，申請者にメールにて結果が通知される
 旅費のシステムへの登録についても，自動登録する仕組みを検討

案件No. 102
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図 出張届

図 出張報告書図 Yahoo乗り換え検索による旅費計算
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図 出張届フォーム

図 担当者へ
承認メール

図 結果通知メール

AIによる自動計算
（駅すぱあと APIの活用）

Web入力へ変更

報告書もweb入力
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システム名

現在の状況

何に困っている

 申請内容のチェック，Web版（オンライン）とExcel版（オフライン）へのデータ
入力を手動でおこなっており，人為的ミスによるダブルブッキングの発生が報告
されている

 スケジューラー等の利用も検討したが，学生が自由に予約できるとドタキャンな
どの増加が懸念される

 現在の既存システムへの割り込みは困難

効果(KPI)

オンライン選考用個室BOX予約システム

誰が困っている

 予約状況はWebで確認できる
 申請は手書きの申請書に必要事項を記入してもらい，窓口に提出する形式
 申請内容をWeb版（オンライン）とExcel版（オフライン）の両方に担当者が入力

担当者（学生支援G職員），申請者（学生）

解決方法

学生支援G担当者のチェック時間の短縮（XX分→XX分）
予約状況の記載ミスによるトラブルの削減
申請者の申請時間短縮（XX分→XX分)

■申請フォームから個室予約（30分を上限）を受け付けるシステム
■Outlook予定表から現在の予約状況を確認し，空いている時間を予約する
■予定表に記載後，予約完了について申請者にメールで通知される

案件No. 201
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図 予約情報入力フォーム
図 予約状況確認表

個室BOXのオンライン予約による学生の利便性向上

予約状況を確認し，Formから
予約時間を入力（30分～2時間）
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システム名

現在の状況

何に困っている

 学生への問い合わせメールの対応やexcelへの転記作業の工数が膨大
 返答していない学生へのメール送付の依頼などの工数も大きい
 まとめられた情報は有益な就活に関する情報であるが，それら情報を適切に用い

て就職活動を支援する仕組みはない（就職先が決まっていない学生への企業情報
の提供など）

効果(KPI)

就職活動状況報告/可視化システム

誰が困っている

 月に一度，学部の就職活動状況を本部に報告することが求められている
 学生の就活状況は把握は，それぞれの学科，コースに任されている
 学生に活動状況についてメールで問い合わせし，担当教員がその結果をexcelに転

記する方式を採用している
 学部担当者は，コースの教員から送られてきたexcelを整形して本部にメールにて

通知している

教員（就活担当），就活担当事務職員，学生

解決方法

就職担当教員の作業工数（３時間→０分）
予約状況の記載ミスによるトラブルの削減
就職活動支援による学生の満足度向上（プライスレス)

 申請フォームから就職活動状況を受け付けるシステム
 就職担当教員の工数ゼロで，指定のフォーマットのデータが生成される
 将来的には学部や大学全体の就活状況などをダッシュボードの可視化
 将来的には就職先が決まっていない学生への企業情報の提供なども検討

案件No. 202
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図 問い合わせメール

情報系は120名（学部生80名，大学院生40名）
を1人の教員が担当
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31図 就職活動状況報告フォーム

メールでの問い合わせし，
その結果をexcelに転記する
方式からWeb入力へ変更
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図 就職活動報告

図 Power BIによる可視化

就職活動状況の可視化と，その
結果に基づく就職支援が可能

データはDB（SharePoint）に保存
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システム名

現在の状況

何に困っている

■申請書が手書きで作成者の負荷が高く，授業担当教員，担当CAにも連絡を
取らなければならない

■証明書類が診断書など，個人情報の管理にも注意が必要
■複数教員が担当する科目などでは誰が管理するかの把握が困難

効果(KPI)

欠席届受付システム

誰が困っている

■手書きの申請書に必要事項を記載し，授業担当教員，担当CAに証明書類
（診断書等）と併せて提出

■授業担当教員，担当CAの承認を得て，各種書類を学務係へ提出する形式
■提出された書類をファイリングで管理

学務係担当者，授業担当教員，担当CA，申請者（学生）

解決方法

学務係のチェック時間の短縮（XX分→XX分）
授業担当教員，担当CAの対応時間の削減（XX分→XX分）
申請者の申請時間短縮（XX分→XX分)

■申請フォームから申請を受付，授業担当教員，担当CA宛に送信される
システム

■申請内容から申請結果までをデータベース上で一括管理
■申請結果については，申請者にメールにて結果が通知される

案件No. 203
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図 欠席届申請フォーム

ドキュメントによる申請から
Web入力に変更

図 欠席届

pdf形式のため,多くの学生が
手書きで窓口に提出
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図 欠席届一覧

図 欠席届承認メール

図 申請結果の通知

データはDB（SharePoint）に保存

担当教員にはメールで通知

申請者にも結果がメールで通知
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システム名

現在の状況

何に困っている

 担当部署が一斉にメールを送るため，教員には専門外の公募情報もメールで通知さ
れる

 メールでの周知のため，締め切り前と締め切り後の公募情報が混在している
 外部研究資金の担当部署が複数あり，大学全体の公募件数・採択件数の把握ができ

ない

効果(KPI)

外部研究資金公募情報共有システム

誰が困っている

 外部研究資金に関する情報は，一斉メールにて教員に周知される
 専門外の研究資金に関する情報もすべての教員に周知される
 ２か月先や３か月先が締め切りの公募情報もあり，気づいた時には締め切りが過ぎ

ていたケースも報告されている
 外部研究資金の担当部署は複数にまたがっており，それぞれが別々に周知をおこ

なっている（例：研究協力，地域連携，国際グループ）

教員（外部資金の応募を検討している），職員（外部研究資金担当）

解決方法

申請者の情報取得時間（XX分→XX分)
公募件数（XX件→ XX件）
採択件数（XX件→ XX件）

 外部研究資金担当が登録した公募情報を一覧できる掲示板
 新着公募のメンション，研究費の分類，締め切り後に募集中リストから削除を自動

でおこなう
 締め切り後の公募については，過去の公募リストに自動登録

案件No. 301
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研究資金の公募情報はメール
にて教員に周知される

分野外の情報も多い

〆切を別途スケジューラ等で
管理しなくてはならない

受付担当グループから部局庶務担当に
転送され，部局庶務担当からその
メールが教員全員に送付される

図 外部研究資金に関する周知メール
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図 公募募集用フォーム
（外部研究資金公募情報共有システム）

受付担当グループは，研究資金の
公募情報を公募用フォームに登録
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図 新着情報の通知

新着情報をまとめて送付
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図 募集中リスト

図 募集終了リスト

募集中の公募情報を閲覧することができる
→学内研究者とのマッチング等も将来的には可能
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システム名

現在の状況

何に困っている

 科研費公募に関する問い合わせ件数が多く，担当職員の負荷が高い
 席を外している時など，対応できない時間がある
 部署移動時に，過去の問い合わせ内容などの引継ぎがおこなわれない

効果(KPI)

研究費問い合わせ回答システム

誰が困っている

 研究費公募については，メールや電話での問い合わせ対応をおこなっている
 特に科研費については問い合わせが多い
 担当者が数年に一度変わり，業務知識がうまく引き継げない
 外部研究資金は担当部署が複数（例：研究協力，地域連携，国際グループ）でそれ

らの業務に関する知識も別々となっている

教員（外部資金の応募を検討している），職員（外部研究資金担当）

解決方法

教員の問い合わせ待機時間（XX分→XX分)
職員の問い合わせ担当時間（XX分→XX分)
後任職員への引き継ぎ時間（XX分→XX分)

 チャットボットを用いて、問い合わせに自動回答（過去の問い合わせよりデータ
ベースを作成）

 チャットボットで解決できない場合は，担当者へ取り次ぎをおこなう

案件No. 302
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42図 チャットボットによる問い合わせ対応



Copyright 2021 Kagawa University  Yaegashi Laboratory  

5. まとめ

• デザイン思考で香川大学のDX化を推進

→香川大学のデザイン思考教育をDX化推進にも活用

• 「UXグロースハック」から「UXイノベーション」につなげていく

→小さな成果を積み重ね，大きな成果の創出を目指す

• 教職学連携（学生中心のICT化/DX化推進チーム「DXラボ」）の設置

→教職学が連携で取り組めるような体制を構築

→「技術的には十分できることがわかりました・・・(担当事務)」

学内制度を見直す仕組み（Transformationを促す仕組み）が必要

→解決できない問題はたくさんある

（正しいデータを作ってもらったら困る問題など）
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